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VOL.44 

透析医療に関する知識 Ｎｏ．40 

ひまわり冬号の続編を記載したいと思います。 

冬号では、透析の統計調査、そして、みなさんが行っている血液透析の仕組、

透析を行う上で大事な水、医療材料など血液透析に関することをお話ししました。    

続編の春号では、腹膜透析、リン吸着剤、貧血の内服薬についてお話しして 

いきたいと思います。 

 

CAPD では透析膜として腹膜を利用している。

腹膜は体内で 1 番広い漿膜で、腹壁（腹側） 
の表面を覆う壁側腹膜と腹部臓器（背側）の 
表面を覆う臓側腹膜からなる。透析に関与する

有効腹膜面積は明らかにされていない。 
また、透析に関わる血流量についても不明であ

るが、腹膜には多くの血管が存在し、血液との

物質移動は行いやすい構造になっている。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血液透析と比較すると体液の恒常性が保た

れ、不均衡症候群が起こらないで透析を行える。 
またシャントを必要がないため、毎回の針刺し

による疼痛がない。そして、食事制限が軽度や

家庭で行え、週 3 回の通院も必要なく、定期的

な外来受診で済む。 
しかし、腹膜炎など感染症による合併症が起こ

る可能性がある。また血液透析よりも効率が低

く、リンのコントロールが困難である。 
 
 
 
 腹膜透析では腹膜にカテーテルを挿入し、そ

こから透析液バッグや排液バックを繋いで透析

を行う。そのため液がお腹の中に大量に入るた

め、膨満感やカテーテルが挿入されているため、 
入浴時に清潔に保つことが大事！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腹膜透析における合併症を詳しくお話しする

と、低血圧や脱水、低 K 血症などのほかにカテ

ーテルによるトラブル多くある。 
腹膜炎：カテーテルの出口部トンネル感染症 
    排液の混濁、炎症反応上昇など 
腹膜癒着、腹膜硬化症 
：腹膜液による腹膜機能低下、除水量低下 
カテーテル機能不全 

：カテーテル先端の位置がずれる、カテーテル

内のチューブが閉塞する。 

＊まとめ＊ 
腹膜透析は、在宅治療で通院回数も少ないため、 
社会復帰がしやすい。また高齢者の腎不全治療 
に適している。しかし、腹膜炎や除水不足によ 
る離脱の原因になり将来血液透析に移行する恐 
れがある。 
  
 
 
 
当院では 
腹膜透析を行っている患者数 18 名にいる。 

腹膜透析歴が最長で 18 年～最短 1年 9 ヶ月にな 
る患者もいる。 
 また腹膜透析＋週 1 回血液透析を行っている 
人は 11 名います。併用する事で除水量が容易に 
なり、中・大分子尿毒素を効率良く除去するこ 
とができる。 


